
6. IoT 時代に活躍する人材 

6.1 IoT 時代を切り拓く人材 

IoT を支える基盤として、IoT を高度に活用する技術を生み出したり、IoT を前提とし

た新たな製品やサービスを生み出す「人材」の観点もきわめて重要である。「IoT」とい

う概念は、全体を総称した非常に幅広い概念であり、今後の社会において、IoT がどの

ように活用され、どのような付加価値をもたらすのかという点については、未知の部分

も多い。しかし、未知であるということは、未だ多くの可能性を秘めており、技術やサ

ービスの今後の具体化と発展の余地が多く残されているということでもある。 

こうした状況の中で、未知の領域を切り拓く際に中核となるのが「人材」である。今

後、IoT の最先端で活躍する人材が IoT をどのように捉え、その世界の中で何を実現し

ようとしているのかという点に着目することは、IoT がもたらす未来社会像を予測する

上での非常なポイントとなり得る。また、IoT 時代に活躍できる人材に求められる能力

を明らかにすることは、今後そのような人材の育成に取り組む上でも重要である。 

こうした観点に基づき、本節の締めくくりとして、以下には、現在 IoT に関連する分

野の最先端で活躍する人材に対するインタビュー結果を取りまとめるとともに、IoT 時

代に活躍できる人材の求められる能力を整理した。 

 

6.2 IoT 時代を切り拓く有識者へのインタビュー 

今回は、IoT に関連する分野の第一線で活躍する有識者として、以下の方々に対する

インタビューを実施した。 

表 6-1 IoT 時代に活躍する人材に関するインタビュー対象者 137 

対象者 所属 分野 

野辺継男氏 

インテル株式会社 
オートモーティブ・ソリューション・グループ 
チーフ・アドバンストサービス・アーキテクト 
(兼) ダイレクター 

自動運転 
IT × クルマ 

岡野原大輔氏  
株式会社 Preferred Infrastructure 
取締役副社長 

人工知能×IoT 

稲田雅彦氏 
株式会社カブク 
代表取締役 

3D プリンタ 
IT ×ものづくり  

 
以下には、上の有識者に対するインタビュー結果を示す 138。 

 

137 所属・肩書きは、2015 年 3 月時点のもの。 
138 各インタビューのタイトル部分の右上のイラストの出所は次のとおり。 

（出所）Freepik, freepik.com（http://jp.freepik.com/free-photos-vectors/ソーシャルメディア現代人ベクトル_720280.htm） 
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未来社会が私たちに問うもの 
 

 

 

 

１０年で激変するＩＴの世界 

IT の世界は 10 年を節目として大きく変化してい

ます。2000年頃、パソコンをネットワークにつなぐ

ことは、まだそれほど一般的ではありませんでした。

しかし、2000年前後に ADSLや 4G携帯が登場した

ことで、インターネットへの接続は一般化し、状況

は激変します。2000年代後半にはスマートフォンが

登場し、インターネットに接続する機器数は、爆発

的な増加を始めます。2010 年には iPadが登場し、

PC のみならず多様な機器のインターネット接続に

一層拍車をかけました。「IoT（Internet of Things

＝モノのインターネット）」とは、このようにすべて

のものがネットワークにつながる流れの拡大を予見

して、2010 年代の初めに急減に浸透した言葉です。

この IoT をキーワードとして、2010 年から 2020

年に向けて、きわめて大きな変化が起きています。 

 

クルマ × ＩＴという新しい可能性 

IoT の世界でインターネットにつながる“モノ”と

は、パソコンやスマートフォン、タブレット端末だ

けではありません。この“モノ”にはあらゆるものが

含まれる可能性がありますが、現在は「クルマ」も

その一つとして有望視されています。私自身は、

2000年頃、つまりインターネットが世の中で広く使

われ始めた頃から、クルマをインターネットでつな

ぐということに強い関心を持っていました。そこか

ら 10年以上が経過して、ようやく世の中でも、この

可能性が現実のものとして議論されるようになって

います。クルマがインターネットにつながれば、実

にいろいろなことが実現できるようになると思いま

すが、特に今、高い注目を集めているのが、人が運

転しなくても走行できる「自動運転」です。今後、

自動車産業を始めとする製造業は、ものづくりだけ

では勝てなくなる可能性が高いといわれています。

製造業においてもモノとサービスをどのように融合

するかが、今後の付加価値を高め、競争力の鍵を握

インテル株式会社 
オートモーティブ・ソリューション・グループ 
チーフ・アドバンストサービス・アーキテクト (兼) ダイレクター 

野辺
の べ

継男
つ ぐ お

氏 
1983 年、日本電気（株）入社。国内外で PC 関連事業を始めとする新規事

業開発を担当。2000 年に同社を退職後、MMORPG 系オンラインゲーム会

社を始めとする複数のベンチャー企業を立ち上げ、CEO として活躍。2004
年、日産自動車（株）入社。プログラムダイレクター兼チーフサービスア

ーキテクトとして、同社のテレマティクスサービスや EV・IT を導入。2012
年、インテル株式会社に入社し、自動運転の実現に従事。2014 年から名

古屋大学准教授兼任。現在もクルマ×IT の第一線で活躍中。 
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るはずです。実用に向けた技術的な課題はまだ多い

ものの、インターネットを利用した自動運転技術な

どの新しいサービスは、自動車産業に限らず今後の

製造業の競争力の源になると思います。 

 

自動運転に関する課題 

クルマの自動運転を行うためには、道路の情報や

周囲の障害物に関する情報が必要です。これらの情

報は、クルマに搭載されたセンサやカメラなどの機

器を通じて収集するほか、ネットワークを通じて車

外から提供される情報も活用します。このような周

囲の情報を活用して、人間による運転と同等または

それ以上に安全な運転が実現できるかどうかが、自

動運転に関する課題と言われていますが、私はこれ

らの技術的な課題は、今後も指数関数的に進展する

ITによって直に解決されるものと考えています。先

端的な技術を活用する際の課題は、「人間がその技術

を活用できるか」という点にあります。技術に関す

る大きな課題は、最終的には「人間」の側にあるの

です。自動運転についても、最終的には「人が運転

するより安全と思えるか」という「人間の側の意識」

が、乗り越えるべき大きな課題になるのではないか

と考えています。 

 

技術の先にある 「人間」 の課題 

今後は、クルマに限らず、あらゆるモノがネット

ワークにつながることが予想されています。例えば、

現在、地球上で数十億台のモバイル端末が利用され

ていると言われていますが、この数が百億台を超え

るのは、もはや時間の問題です。百億台規模のモバ

イル端末がインターネットにつながり、各端末の情

報をサーバーに集めて処理できる環境が実現されれ

ば、もはやそれは地球規模での人工知能に等しいと

言えるでしょう。実際に、2045年には、人間の知能

を超えるコンピュータが 10 万円程度で入手できる

ようになると予想されています。今のパソコンと同

じような価格でもっと高度な知能が手に入るのです。

そう考えると、2020年より先の、しかし、そう遠く

ない未来に、人間の仕事の多くが自動化された社会

が実現される可能性も十分に考えられます。 

人間の仕事が自動化された社会では「人間がやる

べきこととは何か」が真剣に議論されるようになる

でしょう。運転のような認識・判断を伴う作業や計

算・分析作業は、人間よりもコンピュータに任せた

ほうが早く確実であると思います。人間の仕事を代

替できる、人間よりも優れた技術に囲まれたとき、

人間がすべきことは何なのか。未来社会を生きる人

間は、この問いに答えることが求められるでしょう。 

コンピュータは、与えられた情報から論理的に正

しい結論を出すことを得意としています。しかし、

与えられた情報から「これまでとは異なるまったく

新しいものを考えること」は、おそらく人間にしか

できないことであろうと思います。そのため、あら

ゆるものが便利になった未来社会では、誰も発想し

なかった新しいことを考えたり、それによって人を

楽しませることや喜ばせることが重要になり、その

ような能力を持った人材が活躍するようになるので

はないでしょうか。人間が持つ無限の発想力や創造

性は、人間にしかない最大の武器です。これが、IoT

時代、そしてその先の未来社会を生きる人間にとっ

て、最も重要な能力ではないかと私は考えています。 
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人間という複雑さへの挑戦 
 

 

 
 

 

ＩｏＴが現実世界にもたらすもの 

これまで、コンピュータの世界では、限られた資

源を効率良く利用する「最適化」が進んできました。

今後、IoT（Internet of Things）の進展によって、

様々なモノがコンピュータを搭載してネットワーク

につながると、「最適化」がリアルな現実世界におい

ても進むようになると思います。現実世界には、も

っと効率良く物事を進めることができる非効率な部

分がたくさんありますが、IoT の進展によってリア

ルなモノがコンピュータの世界に組み込まれること

で、モノの最適化が進み、現実世界の非効率な部分

がさらに解消されるようになると考えています。 

例えば、トランスポーテーション（モノの運搬や

人の移動手段）は、IoT の進展によって確実に最適

化が進む分野だと考えています。小型の無人航空機

（ドローン）による配達のほか、車の自動運転もそ

の代表例といえるでしょう。運搬・移動の手段が変

わると、世の中は大きく変わり、さらに便利で効率

的な社会が実現するはずです。 

その他には、製造業でも大きな変化が起こると考

えています。モノのコンピュータ化によって、これ

まで以上に生産工程の無人化が進み、生産効率もさ

らに向上するでしょう。将来的には、工場自体の仮

想化やマルチテナント化も進み、無人の工場におい

て、多様なリソースを最適な形で利用できるような

新しい生産形態が生まれることも予想されます。 

他にも IoT の進展によって大きな発展を遂げる可

能性がある分野として、バイオヘルスケアが注目さ

れています。近年、ヒトゲノムの解析が血液検査と

同じような手軽さで行えるようになりつつあります

が、バイオヘルスケアの分野では、これらのゲノム

情報を診療に活用できる可能性があります。例えば、

個人の生活習慣に関する情報やその他の医療情報と

ともに、個人のゲノム情報を活用して最適な診断を

行うこともいずれ可能になると思います。こうした

新たな情報の活用が可能になれば、医療の分野にも

革新的な変化が起こるでしょう。 

 

株式会社 Preferred Infrastructure 
取締役副社長 
 

岡
お か

野原
の は ら

大輔
だ い す け

氏 
2010 年、東京大学情報理工学系研究科コンピュータ科学専攻博士課程修

了、情報理工学博士。2006 年に（株）Preferred Infrastructure を 3 名で創業。

Google レベルの学生が起業したベンチャー企業として注目を集める。エ

ンタープライズ向け全文検索エンジン『Sedue（セデュー）』の開発を核に、

自然言語処理／大規模データ処理系のミドルウェアを開発。2005 年度 IPA
未踏ソフト創造事業「スーパークリエータ」認定。 
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無人化により仕事はなくなるのか 

IoT の進展によって、私たちの生活が便利になる

反面、無人化が進むと、これまでにあった仕事が無

くなるのではないかという声が聞かれることがあり

ます。しかし、これまでに ITが普及し、様々な作業

が効率化されても、企業の仕事は減らないように、

新しい技術の登場によって社会が変わっても、新し

いニーズや市場が生まれ、そこに新たな仕事が発生

するのではないかと思います。コンピュータに置き

換えられる仕事もあるとは思いますが、その周辺で

新たに必要となる仕事も多いのではないでしょうか。 

 

コンピュータは人間を超えるのか 

IoT というキーワードとともに近年再び大きな注

目を集めているのが人工知能です。人工知能は、昔

から研究が続いている分野ですが、世間の期待値が

高いこともあり、期待されたほどの成果を挙げられ

ない時代が続いていました。しかし、最近になって、

革新的な変化が起こり始め、人工知能に対する世間

の期待が再び高まっています。 

こうした期待の中で、コンピュータが自律的にそ

の機能を拡大し、いつか人間を超えるのではないか

という議論も活発に行われるようになりました。早

くも 2045 年には人間を超えるという説もあります

が、私は現在の延長線上では、まだコンピュータが

人間を超えることは無いだろうと考えています。確

かに最近の人工知能は、人間に近い水準の画像・音

声の認識能力を備えるまでに進化しています。しか

し、人工知能が自律的に成長するためには、自分自

身を超えられるような学習機能を備える必要があり

ますが、そのような機能を実際に実現するためには、

もっと人間の知能について理解することが必須とな

ります。現在はまだ人間の知能について不明な点が

多すぎるのです。例えば、人間はときに過去の概念

や活動の枠を超える画期的なものを発想することが

ありますが、このような「インプットの範囲を超え

るアウトプット」をコンピュータが自ら生み出すこ

とは、現在の研究成果に基づく限り、まだ難しいと

考えられます。将来の人工知能がどうなるかは未知

数ですが、自律的に成長する仕組みを持った人工知

能を生み出すためには、人間が学習する仕組みその

ものを、もっと深く理解することが必要なのです。 

 

人工知能の挑戦 

近年、人間が行う認識や理解のプロセスの複雑さ

が改めて明らかになってきました。コンピュータは、

人間が意識的に頭を回転させる計算処理などをたや

すく行うことができますが、人間が無意識のうちに

自然に行っている言語処理などをたやすく行うこと

はまだできません。人間が無意識に行う作業のほう

が、実はコンピュータにとっては高度で難しいので

す。人間と同じような認識や理解、そして、学習と

成長が可能な人工知能を実現するためには、まず人

間が持つ高度で複雑な知能の働きを十分に解明する

必要があります。このような意味では、人工知能の

今後の発展は、人間という生き物の複雑さを解明す

るための挑戦とも言えるのかもしれません。 
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未来を考えるということ 
 

 

 

 

ものづくりに起きる 「革命」 

ソフトウェアの世界では、10年以上前から、アイ

デアを独占せず、公開してよりよいものにするとい

うオープンソースの考え方が浸透してきました。公

開によって多くの人の力を得ることが可能になるた

め、優れたアイデアを独占したままとするよりも、

結果的にはずっと早く、そして安く、よりよいもの

が生み出されるようになりました。ソフトウェアの

世界は、このようなオープン志向によって大きく発

展したと言えるでしょう。最近では、IoT（Internet 

of Things）の進展や 3Dプリンタなどの新しい製品

の登場によって、この考え方が、ハードウェア、す

なわちモノの世界にも広がっています。 

今、私が手がけているものづくりマーケットプレ

イス「rinkak（リンカク）」は、これまで生産設備を

持つ企業に閉じてきたものづくりを、もっとオープ

ンにするための取り組みです。「rinkak」は、モノや

デザインを考えるクリエータとそれを生産する製造

者、そしてそれを購入する買い手を結びつけるプラ

ットフォームとして機能します。「rinkak」には、ア

クセサリや食器、雑貨などを始めとするクリエータ

がデザインした多彩な品物の 3D データが掲載され

ており、買い手はこれらの 3D データを見て品物を

注文します。品物は注文を受けてから 3D プリンタ

を保有する製造者によって製造され、買い手に発送

されます。これは、生産設備や在庫を持たずに手軽

にものづくりに参加できる新しい仕組みです。この

ような仕組みによって、ものづくりへの参加がもっ

とオープンなものになれば、ソフトウェアと同じよ

うに、ものづくりの世界も大きく変わっていくはず

です。ものづくりは一部の企業に閉じたものではな

くなり、もっと多くの企業や個人が容易に参加でき

るものになるでしょう。 

3Dプリンタを活用したものづくりは、今や自動車

株式会社カブク 
代表取締役 
 

稲田
い な だ

雅彦
ま さ ひ こ

氏 
東京大学大学院（コンピュータ科学専攻）在学時に人工知能の研究を行う

とともに、人工知能や 3D インタフェースを用いた作品を発表。2009 年、

同専攻を修了し、（株）博報堂に入社。多様な業種の新規事業開発や統合

クリエイティブ戦略を手がける。カンヌ、アドフェスト、ロンドン広告祭、

TIAA など、受賞歴多数。2013 年、（株）カブクを設立。（株）電通とも連

携し、3D プリンタを用いた新時代のものづくりプラットフォーム「rinkak」
を提供。ものづくりのまち・東大阪出身。 
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の車体から航空機の部品にまで及んでいます。また、

細胞を素材として人工臓器を製造するバイオ 3D プ

リンタも登場したほか、中国では、大型の 3D プリ

ンタを使って家やアパートを建てた事例も報道され

ています。今後、こうした広範な領域でものづくり

の参加者が広がっていくとしたら、これは「ものづ

くりの民主化」と呼ぶに相応しい革命的な変化です。

この「ものづくりの民主化」によって、未来の産業

の姿は大きく変わる可能性があると言えるでしょう。 

 

不透明な時代に求められるもの 

IoT が当然の基盤となるこれからの時代は、様々

な可能性に満ちています。ソフトウェアとハードウ

ェアの融合によって、これまでにない新しい製品や

サービスが今後数多く生み出されるでしょう。しか

し、新しいものが生まれる可能性に満ちているとい

うことは、何が生まれるか予想できないということ

でもあります。これはすなわち、これから先の時代

が非常に不透明だということを意味しているのです。 

不透明な時代には、一つの領域を極めたスペシャ

リストではなく、何でも幅広く対応できる「フルス

タック型」の人材が重宝されます。何が求められる

か分からない時代だからこそ、何でも柔軟に対応で

きることが重要です。特に IoT 時代には、ソフトも

ハードも理解できることが重要になるほか、それを

ビジネスに生かすために、マネジメントやファイナ

ンス、マーケティングなどの知識も必要となります。 

私自身も、サイエンス、エンジニアリング、アー

ト、デザイン、ビジネスと、幅広い分野を経験して

きました。ややもすれば、「Master of NONE」とも

とれますが、不透明な時代においては、一つの分野

だけを追求するより、幅広い分野を知り、必要に応

じて多様な知識を柔軟に組み合わせて活用すること

が重要だと思うのです。 

 

未来に向けて 「仕掛ける」 

３年先や５年先の近い未来を動かすことは難しい

ものです。近い未来については、来るべき社会を予

想し、その中での自分の動き方を変える程度のこと

しかできません。しかし、10 年先や 20年先の未来

は、自ら仕掛けて創り出すことが可能です。過去に

も様々な分野で世間のトレンドを生み出した経験が

ありますが、こうした経験から、未来の流れは世の

中に働きかけて創っていけるものであることを、私

自身、実感として知っています。 

世の中に対して仕掛ける上では、タイミングが非

常に重要です。機が熟していないときに新しいもの

を仕掛けても、世の中に受け入れられないことがあ

ります。新しいものの浸透度を見極めながら、それ

が世の中全体を巻き込む大きな流れとなるよう、仕

掛ける方法を考える必要があるのです。ものづくり

の民主化は、10 年先を見据えた仕掛けの一つです。

ものづくりだけでなく、今後も様々な分野で新しい

流れを仕掛けていきたいと考えています。 

新しい流れを仕掛ける際に問うべきは、「未来はど

うなるか」ではありません。未来の大きな流れは、

現在の小さな流れの中から創り出すことができます。

どうなる
．．

かではなく、「未来をどうする
．．

か」。私たち

は、この問いにこそ答える必要があるのです。 
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6.3 IoT 時代に求められる人材とは 

有識者に対するインタビューでは、IoT 時代に求められる能力として、発想力や創造

性のほか、技術からビジネスまでをも含む幅広い分野の知識などが挙げられている。発

想力や創造性は、先進的な IoT 時代が到来しても、コンピュータによって代替不可能な

能力である。また、技術からビジネスに至るまでの幅広い知識を習得しておくことは、

何が求められるか分からない不透明な時代において活躍するための重要な条件として位

置づけられている。 

 

また、有識者が明示的に言及した能力以外にも、有識者に対するインタビューからは

以下のような点を読み取ることができる。 

 

第一に、いずれの有識者も、現在のビジネスの中で、日頃から明確な未来社会像を描

いていることが注目される。最先端で活躍するこれらの有識者にとって、未来社会像は

他者によって示されるものではなく、むしろ自らが他者に指し示すものである。未来に

大きな可能性を与える可能性のあるプレイヤー自身だからこそ、自身の立ち位置から未

来がよく見通せるともいえる。いずれにせよ、未来を遠いものとして第三者的に捉える

のではなく、現在の自分自身の立ち位置の延長線上に捉えていることは、第一に注目す

べき点である。主体性を持ち、プレイヤーとして自分が関わる未来は、どこか知らない

ところで他者が実現する未来と比べて、よりリアリティを持って写る。今回の有識者が

語る未来社会像は、そのような意味で、机上の空論ではない高度なリアリティを伴うも

のであった。 

 

第二に、いずれの有識者も、技術に精通しており、その可能性とリスクや限界の双方

を冷静に洞察しているという点も注目される。IoT や人工知能といったテーマに対して

は、世間の期待も大きく、ときに必要以上に大きな夢や危険性が語られることもある。

しかし、実際にその領域を手がけている有識者は、その技術の魅力や大きな可能性を十

分に理解すると同時に、足元の現実的な課題も理解している。最先端に身を置く有識者

は、技術を現実的に活用することを考え、不必要にその可能性やリスクを強調すること

はない。彼らにとって、技術の可能性とは、夢や憧れの対象ではなく、ビジネス上の大

きなチャンスである。また、技術が持つリスクとは、恐れの対象ではなく、今後現実的

に対処すべき課題である。 

 

第三に、技術に関する知見とあわせて、いずれの有識者も「社会」や「人間」につい

ての深い洞察力を有していることも注目される。社会や人間に対して強い関心を持たな

い技術者もいるが、未来社会において活躍しようと思うのであれば、その活躍の舞台と

なる社会の姿を理解しておくことは重要であろう。さらに、未来社会を考える上で、人
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間の性質や行動を無視することは難しい。特に、技術の進歩を、人間の機能が代替・強

化される歴史として捉えると、未来社会における先端的な技術を考えることは、人間の

未来の姿を考えることにもつながる。このような意味で、人間や社会の行方を洞察する

ことは、先端的な技術の動向を考える上では必須であるともいえるだろう。 

 

上に示したとおり、有識者自身の発言からは、「自ら主体的に実現するものとして未来

社会を描けること」、「技術の可能性とリスクの双方を現実的に捉えられること」、「社会

や人間に対する深い洞察力を備えていること」などの要件が導き出せる。冒頭の発想力

や創造性、幅広い知識とあわせて、これらの要件が IoT 時代に活躍する人材に求められ

るものであるといえよう。 

 

また、IoT 時代の実現には、チップやセンサ、ネットワーク、デバイスやロボット、

高度な分析や制御、そして活用するための高品質なシステムやサービス等に関する技術

開発や実装に加え、その仕組みをビジネスや生活の中で、有効に活用する人材が不可欠

である。こうした IoT 活用人材とも言うべき人材も IoT 時代に活躍する人材となること

を忘れてはならない。 
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7. IoT が創り出す新たな時代の到来 

従来、デジタル空間の中で進展してきた情報通信技術は、IoT と人工知能の融合によ

り、モノと人を含めた実世界へと拡張される。その結果、人々の行動や生活の利便性が

高まり、産業活動の効率化が進むのみならず、その活動の質も向上し、情報通信技術が

これまでにない新たな付加価値を生み出すことが予想される。 

本レポートでは、IoT や人工知能に関する最新動向や事例を示すとともに、その将来

展望や課題を整理した。最終節では、IoT や人工知能の進展によってもたらされる新た

な時代の姿を、IoT の活用や産業の変化等をまとめることにする。 

 

次頁の図 7-1 に示したように、IoT や人工知能の活用によりにおいては、移動・生活・

くらし等のあらゆる場面で、個人の利便性が高まるとともに、多様な価値観に応じたモ

ノやサービス提供が実現され、生活の質が向上すると期待される。例えば、自動車は、

運転者の負担が軽減されるだけでなく、新たなエンターテイメント空間となる。さらに、

生活・くらしにおいては、家事や育児といった日々の活動や睡眠や食生活といった 1 次

活動向けの多様な製品やサービスが提供され、我々の日常生活や行動も大きく変化する

であろう。 

企業や産業レベルでは、ものづくりの効率性や生産性の飛躍的な向上が進むとともに、

ものづくりのサービス化へのシフトやものづくりパラダイムの変化を引き起こすと考え

られる。ものづくりのバリューチェーンにおいては、モノのデジタルデータの流通によ

り、ものづくりを従来の設計、生産中心の捉え方から製品の企画や販売や利用・アフタ

ーフォロー全体で捉える動きが進むであろう。また、欧米に比較して生産性が低いとさ

れてきた我が国サービス産業や 1 次産業に関しても、その生産性向上や高度化が進展す

ると期待される。そして、こうした変化は、現在の産業構造に変革を引き起こすことを

予想させる。 

勿論、こうした動きを牽引する IoT や人工知能の進展に向けては、本レポートで取り

上げた課題を含め、様々な課題もあり、今後、実用化の進展に合わせ、新たな課題が生

じるかもしれない。 

 

しかしながら、ここで示された未来の姿は遠い未来の話といえるだろうか。IoT や人

工知能の一部が既に実用化されていることを踏まえると、新たな時代の幕は既に上がり

始めていると考えるべきだろう。実際に IoT や人工知能の最前線で活躍する人材は、新

たな時代をやがて来るべき現実としてリアリティを持って捉え、現在からその実現に向

けて果敢な挑戦を続けている。 

「新たな活躍の舞台とはどのようなものになるか」、「新たな舞台において我々の生活

や暮らしはどのように変わるのか」、「新たな舞台におけるビジネスの主役は誰か」、そし

て、「新たな舞台の主役となるために取り組むべき課題は何か」―――。新たな舞台での
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活躍が期待される個人や企業が行うであろうこうした議論の際に、本レポートが少しで

も参考となれば幸いである。 

 

 

図 7-1 IoT、人工知能が創りだす新たな時代の到来 

（出所）各種資料をもとにみずほ情報総研作成 139 

みずほ情報総研 経営・IT コンサルティング部 

河野 浩二 

koji.kohno@mizuho-ir.co.jp 

  

139 IoT のイメージに関する図の出所は European Commission, Digital Agenda for Europe The Internet of Things 
（http://ec.europa.eu/digital-agenda/en/internet-things） 
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あり方を形成しつつある中小・ベンチャ企業の存在感が増加
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